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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 17日 (2007.1.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 備 え る 内 視 鏡 と 、
　 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 抜 可 能 な 処 置 具 を 有 す る 処 置 具 ユ ニ ッ ト と か ら な る 内 視 鏡 用 処
置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 送 り 出 し 或 い は
引 き 戻 し 可 能 な 挿 抜 機 構 と 、
　 前 記 内 視 鏡 に 設 け ら れ 前 記 挿 抜 機 構 に 係 合 し 、 前 記 挿 抜 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 部 と を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 抜 機 構 が 、 前 記 処 置 具 を 巻 回 可 能 な 回 転 部 材 と 、 前 記 駆 動 部 に 係 合 し て 駆 動 部 の
駆 動 力 を 前 記 回 転 部 材 に 伝 達 し て 前 記 回 転 部 材 の 回 転 力 に 変 換 す る 変 換 機 構 と を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 回 転 部 材 か ら 前 記 鉗 子 口 ま で の 前 記 処 置 具 の 途 中 部 分 を 進
退 操 作 可 能 な 手 動 操 作 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具
挿 抜 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

に 設 け ら れ

、

前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 処 置 具 の 途 中 部 分 を 進 退 操 作 可 能 な 手 動 操 作 部 を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム 。



【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム は 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 備 え る 内 視 鏡 と 、 前 記
鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 抜 可 能 な 処 置 具 を 有 す る 処 置 具 ユ ニ ッ ト と か ら な る 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜
シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内
に 送 り 出 し 或 い は 引 き 戻 し 可 能 な 挿 抜 機 構 と 、 前 記 内 視 鏡 に 設 け ら れ 前 記 挿 抜 機 構 に 係
合 し 、 前 記 挿 抜 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト が 、 前
記 回 転 部 材 か ら 前 記 鉗 子 口 ま で の 前 記 処 置 具 の 途 中 部 分 を 進 退 操 作 可 能 な 手 動 操 作 部 を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　

　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 処 置 具 の 微 妙 な 進
退 操 作 を 必 要 に 応 じ て 駆 動 部 に よ る 場 合 と 手 動 に よ る 場 合 と で 使 い 分 け る こ と が で き る 。
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に 設 け ら れ
、

ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 内 視 鏡 処 置 具 挿 抜 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 処 置 具 ユ ニ ッ ト が 、 前
記 処 置 具 の 途 中 部 分 を 進 退 操 作 可 能 な 手 動 操 作 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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